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【公報種別】特許公報の訂正
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年7月13日(2016.7.13)

【特許番号】特許第5930475号(P5930475)
【登録日】平成28年5月13日(2016.5.13)
【特許公報発行日】平成28年6月8日(2016.6.8)
【年通号数】特許・実用新案公報2016-030
【出願番号】特願2013-500481(P2013-500481)
【訂正要旨】特許権者の誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  35/06     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  51/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   35/06     　　　　
   Ａ０１Ｎ   51/00     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
【記】別紙のとおり
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ｃｉｓ－ジャスモンと、成分Ｂとを含む混合物であって、成分Ｂが、チアメトキサムで
ある、混合物。
【請求項２】
  前記混合物が、農学的に許容できる担体及び界面活性剤を含む、請求項１に記載の混合
物。
【請求項３】
  ｃｉｓ－ジャスモン対成分Ｂの重量比が１００：１～１：１００である、請求項１又は
２に記載の混合物。
【請求項４】
  ｃｉｓ－ジャスモンと、請求項１～３のいずれか一項で定義された成分Ｂとの合剤を、
害虫に、害虫の場所に、または害虫による攻撃の影響を受けやすい植物に散布することを
含む、昆虫、ダニ、線虫、または軟体動物の駆除方法。
【請求項５】
  ｃｉｓ－ジャスモンと、請求項１～３のいずれか一項で定義された成分Ｂとの合剤を、
植物または植物の場所に散布することを含む、害虫が植物を攻撃するのを阻止する方法。
【請求項６】
  前記害虫が昆虫害虫である、請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
  本発明は、ｃｉｓ－ジャスモンの混合物とそれら混合物の農業分野における使用方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
  国際公開第２０００／００５９６４号パンフレットおよび国際公開第０９／０６０１６
５号パンフレットは、ｃｉｓ－ジャスモンを含有する混合物の使用法を開示している。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
  本発明は、ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂを含む混合物を提供する。成分Ｂは農薬有
効成分である。好適な農薬有効成分には、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺軟体動物剤、
殺真菌剤、除草剤、および植物成長調整剤が含まれる。
【０００４】
  ところで驚くべきことに本発明による農薬有効成分混合物は、その農薬有効成分の作用
範囲を、例えば相乗効果を実現することにより拡大することができることが分かった。し
たがって、作用を同じ様に良好な状態に保ったままでそれら成分の散布量が減る。第二に
、この有効成分混合物は、そのような低散布量範囲では時としてその２種類の個々の成分
が完全に効果がなくなった場合でさえ、まだ高度な害虫または雑草の駆除を達成する。こ
れは使用に当たっての安全性を増大させる。
【０００５】
  しかしながら、害虫駆除に関する相乗作用のほかに本発明によるこの農薬組成物は、よ
り広い意味で相乗活性と言うこともできる驚くべき有利な特性をさらに有することができ
る。挙げられるこのような有利な特性の例は、害虫駆除のスペクトルの他の害虫、例えば
耐性株への拡張；有効成分の散布量の減少；個々の化合物が完全に効果のない散布量にお
いてさえ本発明による組成物の助けを借りた十分な害虫駆除；製剤時および／または散布
時、例えば粉砕、篩分け、乳化、溶解、または調剤時の有利な挙動；貯蔵安定性の向上；
耐光性の向上；より有利な分解性；毒物学的および／または環境毒物学的挙動の改善；出
芽、収穫量、根系の発達改善、分蘖の増加、植物丈の向上、より大きな葉身、根出葉枯死
の減少、頑丈な分蘖枝、葉の濃緑色化、必要肥料の少量化、必要種子の少量化、生産力の
ある分蘖枝、早期開花、穀粒の早期成熟、植物バース（倒伏）の減少、シュートの成長促
進、植物の成長力向上、および早期発芽を含めた有用植物の特性の改良、あるいは、当業
者によく知られている任意の他の利点である。
【０００６】
  収量を高める幾つかの方法が文献に記載されている。これらの方法は、一般には伝統的
な施肥に基づくが、幾つかは殺虫剤などの農薬に依存する。例えばフィプロニルは、例え
ば、根系および根毛の全体的発達を増進させ、分蘖枝の数および生産力を増大させ、光合
成能力（植物の緑色）を向上させ、葉面積および植物丈を向上させ、かつ早期開花および
穀粒成熟を刺激することが報告されている。
【０００７】
  ところで本発明のこの独創的な混合物は、収穫高を高める効果を示すことが分かった。
【０００８】
  これら成分Ｂは、例えばＣｌｉｖｅ  Ｔｏｍｌｉｎ編「Ｔｈｅ  Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ  
Ｍａｎｕａｌ」１５ｔｈ  Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｂｒｉｔｉｓｈ  Ｃｒｏｐ  Ｐｒｏｔｅｃｔ
ｉｏｎ  Ｃｏｕｎｃｉｌから知られる。
【０００９】
  本発明による合剤はまた、例えば害虫駆除のスペクトルを広げることが望まれる場合、
２種類以上の有効成分Ｂを含んでもよい。例えば、農業の実際においては２種類または３
種類の成分Ｂを、ｃｉｓ－ジャスモンと組み合わせることが有利な場合もある。本発明の



(4) JP 5930475 B6 2016.7.13

10

20

30

40

50

混合物はまた、ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂに加えて他の有効成分を含んでもよい。
【００１０】
  好ましくは、成分Ｂは、
ａ）ペルメトリン、シペルメトリン、フェンバレラート、エスフェンバレラート、デルタ
メトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、γ－シハロトリン、ビフェントリン、フェ
ンプロパトリン、シフルトリン、テフルトリン、エトフェンプロックス、天然ピレトリン
、テトラメトリン、Ｓ－ビオアレトリン、フェンフルトリン、プラレトリン、および５－
ベンジル－３－フリルメチル－（Ｅ）－（１Ｒ，３Ｓ）－２，２－ジメチル－３－（２－
オキソチオラン－３－イリデンメチル）シクロプロパンカルボキシラートからなる群から
選択されるピレトロイドと、
ｂ）アセファート、プロフェノホス、トリアゾホス、メタミドホス、ジメトアート、クロ
ルピリホス、ピリミホス－メチル、ピリミホス－エチル、フェニトロチオン、およびホス
チアゼートからなる群から選択される有機リン酸系と、
ｃ）ピリミカルブ、トリアザマート、カルボスルファン、ベンジオカルブ、フェノブカル
ブ、プロポキスル、メソミル、およびオキサミルからなる群から選択されるカルバミン酸
系と、
ｄ）ヘキサフルムロン、フルフェノクスロン、ルフェヌロン、およびクロルフルアズロン
からなる群から選択されるベンゾイル尿素と、
ｅ）シヘキサチン、酸化フェンブタスズ、およびアゾシクロチンからなる群から選択され
る有機スズ化合物と、
ｆ）テブフェンピラドおよびフェンピロキシメートからなる群から選択されるピラゾール
と、
ｇ）アバメクチン、エマメクチン（例えばエマメクチン安息香酸塩）、イベルメクチン、
ミルベマイシン、スピノサド、アザジラクチン、およびスピネトラムからなる群から選択
されるマクロライドと、
ｈ）エンドスルファン（具体的にはα－エンドスルファン）からなる群から選択される有
機塩素化合物と、
ｊ）クロルピクリン、ジクロロプロパン、臭化メチル、およびメタムからなる群から選択
される燻蒸剤と、
ｋ）イミダクロプリド、チアクロプリド、アセタミプリド、ニテンピラム、ジノテフラン
、チアメトキサム、クロチアニジン、ニチアジン、およびフロニカミドからなる群から選
択されるネオニコチノイドと、
ｌ）テブフェノジド、クロマフェノジド、およびメトキシフェノジドからなる群から選択
されるジアシルヒドラジンと、
ｍ）ピリプロキシフェンからなる群から選択されるジフェニルエーテルと、
ｎ）インドキサカルブと、
ｏ）クロルフェナピルと、
ｐ）ピメトロジンと、
ｑ）スピロテトラマト、スピロジクロフェン、およびスピロメシフェンと、
ｒ）フルベンジアミド、クロラントラニリプロール（Ｒｙｎａｘｙｐｙｒ（登録商標））
、およびシアントラニリプロールからなる群から選択されるジアミドと、
ｓ）スルホキサフロールと、
ｔ）メタフルミゾンと、
ｕ）フィプロニルおよびエチプロールと、
ｖ）ピリフルキナゾンと、
ｗ）ブプロフェジンと
から選択される化合物である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
  本発明の一実施形態では成分Ｂは、
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  ピメトロジンと、
  プロフェノホス、メタミドホス、クロルピリホス、ピリミホス－メチル、ホスチアゼー
ト、λ－シハロトリン、テフルトリン、天然ピレトリンと、
  アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、スピノサド、アザジラクチン、およびスピネ
トラムと、
  フルベンジアミド、クロラントラニリプロール（Ｒｙｎａｘｙｐｙｒ（登録商標））、
およびシアントラニリプロールからなる群から選択されるジアミドと、
  イミダクロプリド、チアクロプリド、アセタミプリド、ニテンピラム、ジノテフラン、
チアメトキサム、クロチアニジン、ニチアジン、およびフロニカミドからなる群から選択
されるネオニコチノイド化合物と、
  スピロテトラマト、スピロジクロフェン、およびスピロメシフェンと
から選択される化合物である。
【００１２】
  好ましくは、成分Ｂは、アバメクチン、シアントラニリプロール、エマメクチン、λ－
シハロトリン、ピメトロジン、スピロテトラマト、チアメトキサム、およびクロラントラ
ニリプロールからなる群から選択される化合物である。
【００１３】
  より好ましくは、成分Ｂは、アバメクチン、クロルピリホス、シアントラニリプロール
、エマメクチン、λ－シハロトリン、ピメトロジン、スピロテトラマト、およびチアメト
キサムからなる群から選択される化合物である。
【００１４】
  本発明にはまた合剤、すなわち
ｃｉｓ－ジャスモンとアバメクチン、
ｃｉｓ－ジャスモンとシアントラニリプロール、
ｃｉｓ－ジャスモンとエマメクチン、
ｃｉｓ－ジャスモンとシハロトリン、
ｃｉｓ－ジャスモンとλ－シハロトリン、
ｃｉｓ－ジャスモンとγ－シハロトリン、
ｃｉｓ－ジャスモンとピメトロジン、
ｃｉｓ－ジャスモンとスピロテトラマト、
ｃｉｓ－ジャスモンとチアメトキサム、
ｃｉｓ－ジャスモンとクロラントラニリプロール、
ｃｉｓ－ジャスモンとプロフェノホス、
ｃｉｓ－ジャスモンとホスチアゼート、
ｃｉｓ－ジャスモンとメタミドホス、
ｃｉｓ－ジャスモンとスピノサド、
ｃｉｓ－ジャスモンとスピネトラム、
ｃｉｓ－ジャスモンとフロニカミド、
ｃｉｓ－ジャスモンとインドキサカルブ、
ｃｉｓ－ジャスモンとスピロジクロフェン、
ｃｉｓ－ジャスモンとスピロメシフェン、
ｃｉｓ－ジャスモンとスルホキサフロール、
ｃｉｓ－ジャスモンとフィプロニル、
ｃｉｓ－ジャスモンとイミダクロプリド、
ｃｉｓ－ジャスモンとチアクロプリド、
ｃｉｓ－ジャスモンとアセタミプリド、
ｃｉｓ－ジャスモンとニテンピラム、
ｃｉｓ－ジャスモンとジノテフラン、
ｃｉｓ－ジャスモンとクロチアニジン、
ｃｉｓ－ジャスモンとニチアジン、
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ｃｉｓ－ジャスモンとピリプロキシフェン、
ｃｉｓ－ジャスモンとブプロフェジン、
ｃｉｓ－ジャスモンとピリフルキナゾン、
ｃｉｓ－ジャスモンとチアメトキサムとシアントラニリプロール、
ｃｉｓ－ジャスモンとチアメトキサムとクロラントラニリプロール、
ｃｉｓ－ジャスモンとチアメトキサムとλ－シハロトリン、
ｃｉｓ－ジャスモンとシアントラニリプロールとアバメクチン、
が含まれる。
【００１５】
  成分Ｂとして好適に使用しうる殺真菌性化合物の例は、（Ｅ）－Ｎ－メチル－２－［２
－（２，５－ジメチルフェノキシメチル）フェニル］－２－メトキシ－イミノアセトアミ
ド（ＳＳＦ－１２９）、４－ブロモ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－６－トリフルオロ
メチルベンゾイミダゾール－１－スルホンアミド、α－［Ｎ－（３－クロロ－２，６－キ
シリル）－２－メトキシアセトアミド］－γ－ブチロラクトン、４－クロロ－２－シアノ
－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－ｐ－トリルイミダゾール－１－スルホンアミド（ＩＫＦ－９１
６、シアミダゾスルファミド）、３，５－ジクロロ－Ｎ－（３－クロロ－１－エチル－１
－メチル－２－オキソプロプル）－４－メチルベンズアミド（ＲＨ－７２８１、ゾキサミ
ド）、Ｎ－アリル－４，５－ジメチル－２－トリメチルシリルチオフェン－３－カルボキ
サアミド（ＭＯＮ６５５００）、Ｎ－（１－シアノ－１，２－ジメチルプロピル）－２－
（２，４－ジクロロフェノキシ）プロピオンアミド（ＡＣ３８２０４２）、Ｎ－（２－メ
トキシ－５－ピリジル）－シクロプロパンカルボキサミド、Ｎ－［（１ＲＳ，４ＳＲ）－
９－（ジクロロメチリデン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレ
ン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、アシベンゾラル（ＣＧＡ２４５７０４）、アラニカルブ、アルジモルフ、ア
ニラジン、アザコナゾール、アゾキシストロビン、ベナラキシル、ベノミル、ビロキサゾ
ール、ビキサフェン、ビテルタノール、ブラストサイジンＳ、ボスカリド、ブロムコナゾ
ール、ブピリム酸塩、ブチルアミン、カプタホール、キャプタン、カルベンダジム、カル
ベンダジムクロルヒドレート、カルボキシン、カルプロパミド、カルボン、ＣＧＡ４１３
９６、ＣＧＡ４１３９７、キノメチオナート、クロラニフォルメタン、クロロタロニル、
クロゾリナート（ｃｈｌｏｒｏｚｏｌｉｎａｔｅ）、クロジラコン、銅含有化合物、例え
ばオキシ酸化銅、オキシキノリン酸銅、硫酸銅、トール酸銅、およびボルドー液、シフル
フェナミド、シモキサニル、シプロコナゾール、シプロジニル、デバカルブ、ジ－２－ピ
リジルジスルフィド  １，１’－ジオキシド、ジクロフルアニド、ジクロシメット、ジク
ロメジン、ジクロラン、ジエトフェンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフェンゾクワット
、ジフルメトリム、Ｏ，Ｏ－ジ－ｉｓｏ－プロピル－Ｓ－ベンジルチオホスファート、ジ
メフルアゾール、ジメトコナゾール、ジメトモルフ、ジメチリモール、ジニコナゾール、
ジノカップ、ジチアノン、ドデシルジメチルアンモニウムクロリド、ドデモルフ、ドジシ
ン、ドジン、ドグアジン、エジフェンホス、エポキシコナゾール、エタボキサム（ｅｔｈ
ａｍｏｘａｍ）、エチリモール、エチル－（Ｚ）－Ｎ－ベンジル－Ｎ－（［メチル（メチ
ル－チオエチリデンアミノオキシカルボニル）アミノ］チオ）－β－アラニナート、エト
リジアゾール、ファモキサドン、フェナミドン（ＲＰＡ４０７２１３）、フェナリモール
、フェンブコナゾール、フェンフラム、フェンヘキサミド（ＫＢＲ２７３８）、フェノキ
サニル、フェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、酢酸トリフェニル
スズ、水酸化トリフェニルスズ、フェルバム、フェリムゾン、フルアジナム、フルジオキ
ソニル、フルメトベル、フルオロイミド、フルキンコナゾール、フルシアゾール、フルト
ラニル、フルトリアホル、フルキサピロキサド、ホルペット、フベリダゾール、フララキ
シル、フラメトピル、フルフラール、グアザチン、ヘキサコナゾール、ヒドロキシイソオ
キサゾール、ヒメキサゾール、イマザリル、イミベンコナゾール、イミノクタジン、イミ
ノクタジン三酢酸塩、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イプロバリカル
ブ（ＳＺＸ０７２２）、イソプロパニルブチルカルバマート、イソプロチオラン、イソピ
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ラザム、イソチアニル、カスガマイシン、クレソキシム－メチル、レプトマイシン、ＬＹ
１８６０５４、ＬＹ２１１７９５、ＬＹ２４８９０８、マンコゼブ、マンジプロパミド、
マネブ、メフェノキサム、メパニピリム、メプロニル、メタラキシル、メトコナゾール、
メチラム、メチラム亜鉛、メトミノストロビン、メトスルホバックス、ミクロブタニル、
ネオアソジン、ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、ニトロタル－イソプロピル、ヌア
リモール、ＯＣＨ、オフレース、有機水銀化合物、オキサジキシル、オキサスルフロン、
オキソリン酸、オキシポコナゾール、オキシカルボキシン、ペフラゾエート、ペンコナゾ
ール、ペンシクロン、ペンチオピラド、フェナジンオキシド、ホセチル－Ａｌ、リン酸類
、フタリド、ピコキシストロビン（ＺＡ１９６３）、ポリオキシンＤ、ポリラム、プロベ
ナゾール、プロクロラズ、プロシミドン、プロパモカルブ、プロピオコナゾール、プロピ
ネブ、プロピオン酸、プロチアコナゾール、ピラゾホス、ピリフェノックス、ピリメタニ
ル、ピロキロン、ピロキシフル、ピロールニトリン、第四アンモニウム化合物、キナザミ
ド、キノメチオネート、キノキシフェン、キントゼン、シルチオファム、シプコナゾール
（Ｆ－１５５）、五塩化石炭酸ナトリウム、スピロキサミン、ストレプトマイシン、イオ
ウ、テブコナゾール、テクロフタラム、テクナゼン、テトラコナゾール、チアベンダゾー
ル、チアフルザミド、２－（チオシアノメチルチオ）ベンゾチアゾール、チオファネート
－メチル、チウラム、チミベンコナゾール、トルクロホス－メチル、トリルフルアニド、
トリアジメホン、トリアジメノール、トリアズブチル、トリアゾキシド、トリシクラゾー
ル、国際公開第０７／４８５５６号パンフレット中に開示されている三環アミン誘導体、
トリデモルフ、トリフロキシストロビン（ＣＧＡ２７９２０２）、トリホリン、トリフル
ミゾール、トリチコナゾール、バリダマイシンＡ、バリフェナラート、バパム、ビンクロ
ゾリン、キシウォジュナン（ｘｉｗｏｊｕｎａｎ）、ジネブ、およびジラムである。
【００１６】
  本発明にはまた、ｃｉｓ－ジャスモンとＮ－［（１ＲＳ，４ＳＲ）－９－（ジクロロメ
チリデン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－
３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドの合剤
、およびｃｉｓ－ジャスモンとＮ－［（１ＲＳ，４ＳＲ）－９－（ジクロロメチリデン）
－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフ
ルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドとアゾキシストロ
ビンの合剤が含まれる。
【００１７】
  成分Ｂとして好適に使用しうる除草剤の例は、
  Ａ．  メタミトロンおよびメトリブジンなどの１，２，４－トリアジン－５－オンと、
  Ｂ．  ベンゾフェナップ、ピラゾリネート（ピラゾレート）、およびピラゾキシフェン
などのジメチルピラゾールと、
  Ｃ．  プロパニルなどのアシルアニリドと、
  Ｄ．  ベンフルアミド、ブロモブチド、カルベタミド、フルフェナセット、イソキサベ
ン、ナプロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、プロピザミド、およびテブタムなどの
アミド系除草剤と、
  Ｅ．  ビアラホスとその塩およびエステル、グルホシネートとその塩およびエステル、
グリホサートとその塩およびエステル、ならびにスルホサートなどのアミノ酸とそれらの
塩およびエステルと、
  Ｆ．  クロジナホップ－プロパルギル、シハロホップ－ブチル、ジクロホップとそのエ
ステル、例えばメチルエステル、フェノキサプロップとそのエステル、例えばエチルエス
テル、フルアジホップ－ブチル、ハロキシフロップとそのエステル、プロパキザホップ、
キザロホップとそのエステル、およびキザロホップ－ｐ－テフリルなどのアリールオキシ
プロピオナート（その光学活性異性体を含めた）と、
  Ｇ．  ジフルフェニカン、フラムプロップ、フラムプロップ－Ｍ、およびそれらのエス
テルなどのアリールアニリドと、
  Ｈ．  クロルブロムロン、クロロトルロン、ダイムロン（ディムロン）、ジメフロン、



(8) JP 5930475 B6 2016.7.13

10

20

30

40

50

ジウロン、フェヌロン、フルメツロン、イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタ
ベンズチアズロン、メチルディムロン、メトブロムロン、メトキスロン、モノリニュロン
、ネブロン、およびテブチウロンなどのアリール尿素と、
  Ｉ．  ベンタゾンなどのベンゾ－２，１，３－チアジアジン－４－オン－ジオキシドと
、
  Ｊ．  ２，３，６－トリクロロ安息香酸、クロランベン、およびジカンバなどの安息香
酸と、
  Ｋ．  ジクワットとその塩およびパラクワットとその塩などのビピリジリウムと、
  Ｌ．  クロルプロファムおよびプロファムなどのカルバマート、ならびにデスメジファ
ムおよびフェンメジファムなどのフェニルカラバモイルオキシフェニルカルバマートと、
  Ｍ．  アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメテナミド
とその異性体、メタザクロール、メトラクロールとその異性体、プレチラクロール、プロ
パクロール、プロピソクロール、およびテニルクロールなどのアセトアミドと、
  Ｎ．  アロキシジムとその塩、ブトキシジム、クレトジム、シクロキシジム、セトキシ
ジム、テプラロキシジム、およびトラルコキシジムなどのシクロヘキサンジオンと、
  Ｏ．  ジクロロベニルなどのジハロベンゾニトリルと、
  Ｐ．  ジノテルブおよびジニトロ（ｄｉｎｔｒｏ）－オルト－クレゾール（ＤＮＯＣ）
などのジニトロフェノールと、
  Ｑ．  アシフルロフェンとその塩およびエステル、アクロニフェン、ビフェノックス、
クロメトキシフェン、クロルニトレフェン、フルログリコフェンまたはその塩またはエス
テル、フォメサフェン、ラクトフェン、およびオキシフルオルルフェンなどのジフェニル
エーテルと、
  Ｒ．  ジニトラミン、エタルフルラリン、フルクロラリン、オリザリン、ペンジメタリ
ン、プロジアミン、およびトリフルラリンなどのジニトロアニリンと、
  Ｓ．  ダラポンおよびトリクロロ酢酸とその塩などのハロアルカン酸系除草剤と、
  Ｔ．  ブロモキシニルおよびイオキシニルなどのヒドロキシベンゾニトリル（ＨＢＮ）
、ならびにブロモフェノキシムなどのＨＢＮ前駆体と、
  Ｕ．  ２，４，５－トリクロロフェノキシ酢酸、２，４－ジクロロフェノキシ酢酸、２
，４－ジクロロフェノキシ酪酸、クロピラリド、ジクロルプロップとジクロルプロップ－
ｐ、フルロキシピル、４－クロロ－２－メトキシ酢酸（ＭＣＰＡ）、ＭＣＰＡ－チオエチ
ル、４－（４－クロロ－２－メチルフェノキシ）酪酸（ＭＣＰＢ）、メコプロップとメコ
プロップ－ｐ、ピクロラム、チアゾピル、およびトリクロピルなどのホルモン系除草剤と
、
  Ｖ．  イマザピック、イマザモックス、イマザメタベンズ－メチル、イマザピルとその
イソプロピルアンモニウム塩、イマザキン、およびイマゼタピルなどのイミダゾリノンと
、
  Ｗ．  ダゾメットなどのイソチオシアン酸メチルと、
  Ｘ．  スルファミン酸アンモニウム、アシュラム、アザフェニジン、ベナゾリン、ベン
ゾビシクリン／ベンビクロン、シンメチリン、クロマゾン、ジフェンゾクワットとその塩
、例えばメチル硫酸塩、ジフルフェンゾピル－ナトリウム（ＳＡＮ－８３５Ｈ）、ジメチ
ピン、ジメキシフラム、ジフェナミド、ジチオピル、エポプロダン、エトフメセート、エ
トベンザニド、フルアゾレート、フェントラザミド、フルカルバゾン、フルミクロラック
－ペンチル、フルミオキサジン、フルポキサム、フルエノール－ブチル、フルロクロリド
ン、フルタモン、フルチアセット－メチル、ヘキサジノン、メフェナセット、オキサジア
ゾン、オキサジクロメホン、ペントキサゾン、ピラフルフェン－エチル、ピリダトール／
ピリダフォル、ピリデート、イソキサクロルトール、イソキサフルトール、および塩素酸
ナトリウムなどの種々雑多な除草剤と、
  Ｙ．  メチルアルソン酸二ナトリウム（ＤＳＭＡ）およびメチルアルソン酸一ナトリウ
ム（ＭＳＭＡ）などの有機ヒ素系除草剤と、
  Ｚ．  アニロホスおよびホサミン－ナトリウムなどの有機リン系除草剤と、
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  ＡＡ．  ブタミホス、ベンスリド、およびピペロホスなどのホスホロチオアートと、
  ＢＢ．  クロリダゾンおよびノルフルラゾンなどのピリダジノンと、
  ＣＣ．  フルリドンなどのピリドンと、
  ＤＤ．  ピリチオバック－ナトリウム、ビスピリバック－ナトリウム、ピリミノバック
－メチル、およびピリベンゾキシムなどのピリミジニルオキシ安息香酸とその塩およびエ
ステルと、
  ＥＥ．  キンメラック（ｑｕｉｍｅｒａｃ）およびキンクロラックなどのキノリンカル
ボン酸と、
  ＦＦ．  ベノキサコール、クロキントセット－メチル、ジクロルミド、フェンクロラゾ
ール－エチル、フェンクロリム、フルキソフェニム、フリラゾール、無水ナフタル酸、オ
キサベントリニル、メフェンピル－ジエチル、Ｎ－（ジクロロアセチル）－１－オキサ－
４－アザスピロビシクロ－（４，５）－デカン（ＡＤ－６７）、３－ジクロロアセチル－
２，２，５－トリメチルオキサゾリジン（Ｒ－２９１４８）、および２－ジクロロメチル
－２－メチル－１，３－ジオキソラン（ＭＧ－１９１）などの除草剤解毒剤と、
  ＧＧ．  シクロスルファムロンなどのスルファモイル尿素と、
  ＨＨ．  クロランスラム－メチル、ジクロスラム、フロラスラム、フルメツラム、およ
びメトスラムなどのスルホンアニリドと、
  ＩＩ．  アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロンとそのエステル、クロ
リムロンとそのエステル、例えばそのエチルエステル、クロルスルフロン、シノスルフロ
ン、エタメツルフロン－メチル、フラザスルフロン、フルピルスルフロンとその塩、ハロ
スルフロン－メチル、エトキシスルフロン、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、メツ
ルフロンとそのエステル、ニコスルフロン、オキサスルフロン、プリミスルフロンとエス
テル、例えばそのメチルエステル、プロスルフロン、ピラゾスルフロン－エチル、リムス
ルフロン、スルホメツロン－メチル、スルホスルフロン、チフェンスルフロン－メチル、
トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロン－メチル、およびトリフルスルフロン－
メチルなどのスルホニル尿素と、
  ＪＪ．  ブチラート、シクロアート、ジメピペラート、ジプロピルチオカルバミン酸Ｓ
－エチル（ＥＰＴＣ）、エスプロカルブ、モリナート、オルベンカルブ、ペブラート、プ
ロスルホカルブ、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリ－アレート、およびバーノラー
トなどのチオカルバミン酸系と、
  ＫＫ．  アメトリン、アトラジン、シアナジン、ジメタメトリン、プロメトン、プロメ
トリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブチラジン、テルブトリン、およびト
リエタジンなどのトリアジン系除草剤と、
  ＬＬ．  アミトロールなどのトリアゾール系除草剤と、
  ＭＭ．  カルフェントラゾン－エチルおよびスルフェントラゾンなどのトリゾリノンと
、
  ＮＮ．  スルコトリオンおよびメソトリオンなどのトリケトンと、
  ＯＯ．  ブロマシル、レナシル、およびテルバシルなどのウラシル
である。
【００１８】
  本発明の混合物においてさらなる有効成分として使用しうる好適な植物成長調整剤の例
は、アンシミドール、クロロメクワットクロリド、エテホン、フルメトラリン、フルルプ
リミドール、ジベレリン酸、ジベレリンＡ４／ジベレリンＡ７、マレイン酸ヒドラジド、
メピクワットクロリド、パクロブトラゾール、プロヘキサジオンカルシウム、チアジアズ
ロン、トリネキサパックエチル、およびユニコナゾールから選択される任意の化合物であ
ってもよい。
【００１９】
  本発明はまた、ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を、害虫に、害虫の場所に、ま
たは害虫による攻撃の影響を受けやすい植物に散布することを含む、昆虫、ダニ、線虫、
または軟体動物の駆除方法と、ｃｉｓ－ジャスモンおよびＢの混合物を含む種子と、種子
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をｃｉｓ－ジャスモンおよびＢの混合物で被覆することを含む方法とに関する。
【００２０】
  本発明にはまた、ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂを相乗作用的有効量で含む農薬混合
物と；ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの混合物を相乗作用的有効量で含む農薬組成物と
；動物害虫（ａｎｉｍａｌ  ｐｅｓｔｓ）と戦うために相乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャ
スモンおよび成分Ｂの混合物を使用することと；動物害虫を、あるいは動物害虫が成長し
つつあるまたは成長する恐れのあるそれらの習性（ｈａｂｉｔ）、温床、食物供給源、植
物、種子、土壌、地域、材料、または環境を、あるいは動物の攻撃または蔓延から守るべ
き材料、植物、種子、土壌、地表、または空間を、相乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャスモ
ンおよび成分Ｂの混合物と接触させることを含む動物害虫と戦うための方法と；作物を相
乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの混合物と接触させることを含む動物
害虫による攻撃または蔓延から作物を保護するための方法と；種蒔き前および／または前
発芽後の種子を相乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの混合物と接触させ
ることを含む土壌昆虫から種子を保護するための、また土壌および葉の昆虫から幼植物根
および苗条を保護するための方法と；相乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分
Ｂの混合物を含む、例えばそれで被覆された種子と；種子を相乗作用的有効量のｃｉｓ－
ジャスモンおよび成分Ｂの混合物で被覆することを含む方法と；相乗作用的有効量のｃｉ
ｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を、害虫に、害虫の場所に、または害虫による攻撃の
影響を受けやすい植物に散布することを含む昆虫、ダニ、線虫、または軟体動物の駆除方
法とが含まれる。ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの混合物は、一般には殺昆虫、殺ダニ
、殺線虫、または殺軟体動物に有効な量で散布されることになる。散布ではｃｉｓ－ジャ
スモンおよび成分Ｂを同時に散布しても、別々に散布してもよい。
【００２１】
  本発明の混合物は、植物生長力の改良、植物品質の改良、ストレス因子に対する抵抗性
の向上、および／または収量の向上を提供しうる。
【００２２】
  本明細書中で使用される用語「植物成長力の改良」とは、幾つかの形質が、本発明の混
合物は存在しないが同一条件下で成長させた対照植物の同じ形質と比較した場合に、質的
または量的に改良されることを意味する。そのような形質には、これらに限定されないが
、早期発芽および／または発芽改良、出芽の改良、少量の種子を利用できること、根成長
の向上、根系の発達改善、シュートの成長促進、分蘖の増加、頑丈な分蘖枝、生産力のあ
る分蘖枝、立木密度（ｐｌａｎｔ  ｓｔａｎｄ）の増大または改善、植物バース（倒伏）
の減少、植物丈の増大および／または向上、植物体重（未乾燥または乾燥）の増加、葉身
の増大、葉色の濃緑化、色素含量の増加、光合成作用の向上、早期開花、長い円錐花序、
穀粒の早期成熟、種子または果実または莢サイズの増大、莢数または穂数の増加、莢また
は穂当たり種子数の増加、種子質量の向上、高度な種子登熟（ｓｅｅｄ  ｆｉｌｌｉｎｇ
）、根出葉枯死の減少、老化の延引、植物の成長力の向上、および／または必要投入量の
少量化（例えば、肥料、水、および／または労力の少量化）が挙げられる。改良された成
長力を有する植物は、上記形質のいずれか、あるいは上記形質の任意の組合せまたは２つ
以上を増加させうる。
【００２３】
  本発明によれば「植物品質の改良」とは、幾つかの形質が、本発明の混合物の存在しな
い同一条件下で成長させた対照植物の同じ形質と比較した場合に、質的または量的に改良
されることを意味する。そのような形質には、これらに限定されないが、その植物の外観
、エチレンの減少（産生の減少および／または受容の抑制）、収穫材料、例えば種子、果
実、葉、野菜の質の向上（このような質の向上は、収穫された材料の外観の向上、炭水化
物含量の増加（例えば、糖および／またはデンプンの量の増加、甘味比の向上、還元糖の
減少、糖の発達速度の増進）、タンパク質含量の向上、油含量および組成の改良、栄養価
の向上、栄養阻害化合物の減少、感覚器を刺激する特性の向上（例えば風味の向上）、お
よび／または消費者の健康上の利益の向上（例えば、ビタミンおよび抗酸化物質のレベル
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の向上）として現れうる）、収穫後特性の改良（例えば、貯蔵期限および／または貯蔵安
定性の向上、易加工性、化合物の容易な抽出）、および／または種子品質の向上（例えば
次年のシーズンに使用するための）が挙げられる。改良された品質を有する植物は、上記
形質のいずれか、あるいは上記形質の任意の組合せまたは２つ以上を増加させうる。
【００２４】
  本発明によれば「ストレス因子に対する抵抗性の向上」とは、幾つかの形質が、本発明
の混合物の存在しない同一条件下で成長させた対照植物の同じ形質と比較した場合に、質
的または量的に改良されることを意味する。そのような形質には、これらに限定されない
が、干ばつなどの最適以下の成長条件を引き起こす非生物的ストレス因子（例えば、植物
中の含水量の不足、水吸収潜在能力の不足、または植物に対する水供給の減少を引き起こ
す任意のストレス）に対する耐性および／または抵抗性の向上、寒冷暴露、高温暴露、浸
透ストレス、ＵＶストレス、洪水、塩分の増加（例えば土壌中の）、鉱物への暴露の増加
、オゾン暴露、強光暴露、および／または栄養素（例えば、窒素および／またはリン栄養
素）の利用が限られていることが挙げられる。ストレス因子に対する抵抗性の改良された
植物は、上記形質のいずれか、あるいは上記形質の任意の組合せまたは２つ以上が増加し
ている可能性がある。干ばつおよび栄養素ストレスの場合、このような耐性の向上は、例
えば水および栄養素のより効率的な吸収、使用、または保持の結果でありうる。
【００２５】
  上記作物強化のいずれか、または全てが、例えば植物生理機能、植物の成長と発達、お
よび／または植物構造を改良することにより収量の改良をもたらしうる。本発明の文脈で
は「収量」は、これらに限定されないが、（ｉ）バイオマス生産、穀物収量、デンプン含
量、油含量、および／またはタンパク質含量の増加（これらは（ａ）植物それ自体によっ
て生産される量の増加、または（ｂ）植物体を収穫すらための能力の向上の結果として得
ることができる）、（ｉｉ）収穫される材料の組成の改良（例えば、甘味比の向上、油組
成の改良、栄養価の増加、栄養阻害化合物の減少、消費者の健康上の利益の向上）、およ
び／または（ｉｉｉ）作物を収穫するための能力の向上／助長、作物の加工性の向上、お
よび／または良好な貯蔵安定性／貯蔵期間が挙げられる。農業植物の収量の増加とは、定
量的測定値の採取が可能な場合に、それぞれの植物の産物の収量が、同一条件下だが本発
明を利用することなしに生産されたその植物の同じ産物の収量を超えて、測定可能な量だ
け増加することを意味する。本発明によれば、収量が、少なくとも０．５％、より好まし
くは少なくとも１％、より一層好ましくは少なくとも２％、さらに一層好ましくは少なく
とも４％、好ましくは５％以上増加することが好ましい。
【００２６】
  本発明の混合物は、鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）、
半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）、総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）、直翅目（Ｏｒｔ
ｈｏｐｔｅｒａ）、網翅目（Ｄｉｃｔｙｏｐｔｅｒａ）、鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ
）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）、膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、および
シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）などの昆虫害虫、またさらに他の無脊椎害虫、例えばダ
ニ、線虫、および軟体動物害虫の蔓延を抑制するために使用することができる。本明細書
中では昆虫、ダニ、線虫、および軟体動物をひとまとめにして害虫と呼ぶ。本発明の化合
物を使用することによって駆除しうる害虫には、農業（この用語は食物および繊維製品用
作物の成育を含む）、園芸および畜産、伴侶動物、林業、および植物由来の製品（例えば
、果実、穀物、および材木）の貯蔵に関連した害虫と、人工構造物の損傷ならびにヒトお
よび動物の病気の伝染に関連した害虫と、さらに不快害虫（蠅など）とが挙げられる。本
発明の混合物は、とりわけ昆虫、ダニ、および／または線虫に対して有効である。
【００２７】
  本発明の混合物はまた、非昆虫害虫の蔓延を抑制するために使用することができる。そ
うすることによって植物の病気および死を閉じ込める有害条件を実現することができる。
本発明の混合物によって駆除しうる非昆虫害虫には、これらに限定されないが、数種の不
完全菌（例えば、ボトリチス属（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）、ピリキュラリア属（Ｐｙｒｉｃｕ
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ｌａｒｉａ）、ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、フザリウ
ム属（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）、セプトリア属（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）、サーコスポラ属（Ｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ）、およびアルテルナリア属（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ））と、担子菌類
（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）（例えば、リゾクトニア属（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ
）、ヘミレイア属（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）、プクキニア属（Ｐｕｃｃｉｎｉａ））との中の
病原性真菌が挙げられる。さらにこれらには、子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）（例
えば、ベンチュリア属（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）およびエリシフェ属（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）、
ポドスフェラ属（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）、モニリア属（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）、ウン
キヌラ属（Ｕｎｃｉｎｕｌａ））と、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）（例えば、フィトフ
トラ属（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）、ピシウム属（Ｐｙｔｈｉｕｍ）、プラスモパラ属
（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ））とが挙げられる。活性は、アジアダイズさび病（ファコプソ
ラ・パキュリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ  ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ））に対しても観察され
た。さらに、本発明の混合物は、病原性の細菌およびウィルス（例えば、キサントモナス
属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ  ｓｐｐ．）、シュードモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ  ｓｐｐ．）、エルウィニア・アミロボーラ（Ｅｒｗｉｎｉａ  ａｍｙｌｏｖｏｒａ
）、およびタバコモザイクウィルス）を駆除するために使用することができる。
【００２８】
  本発明によれば「有用植物」は、一般に下記の植物種、すなわちブドウと、穀物、例え
ばコムギ、オオムギ、ライムギ、またはオートムギと、ビート、例えばテンサイまたは飼
料ビートと、果実、例えば仁果、石果、または小軟果、例えばリンゴ、西洋ナシ、プラム
、モモ、アーモンド、サクランボ、ストロベリー、ラズベリー、またはブラックベリーと
、マメ科植物、例えばインゲンマメ、ヒラマメ、エンドウ、またはダイズと、油科植物、
例えばナタネ、アブラナ、ケシ、オリーブ、ヒマワリ、ココヤシ、トウゴマ、カカオ豆、
またはピーナッツと、キュウリ科植物、例えばカボチャ、キュウリ、またはメロンと、繊
維植物、例えばワタ、アマ、アサ、またはジュートと、柑橘類、例えばオレンジ、レモン
、グレープフルーツ、またはマンダリンミカンと、野菜、例えばホウレンソウ、レタス、
アスパラガス、キャベツ、ニンジン、タマネギ、トマト、ジャガイモ、ヒョウタン、また
はパプリカと、クスノキ科植物、例えばアボカド、シナモン、または樟脳と、トウモロコ
シと、タバコと、ナッツと、コーヒーと、サトウキビと、茶と、ブドウと、ホップと、ド
リアンと、バナナと、天然ゴム植物と、芝生または観賞植物、例えば草花、灌木、広葉樹
、または常緑樹、例えば針葉樹とが含まれる。この一覧表は、いかなる限定も意味しない
。
【００２９】
  用語「有用植物」は、品種改良または遺伝子工学の従来の方法の結果としてブロモキシ
ニルのような除草剤、または数種の除草剤（例えば、ＨＰＰＤ阻害剤や、ＡＬＳ阻害剤、
例えばプリミスルフロン、プロスルフロン、およびトリフロキシスルフロンや、ＥＰＳＰ
Ｓ（５－エノール－ピルビル（ｐｙｒｏｖｙｌ）－シキミ酸－３－リン酸シンターゼ）阻
害剤や、ＧＳ（グルタミンシンテターゼ）阻害剤など）に対して耐性にされた有用植物も
また含むものと理解されたい。品種改良の従来の方法（変異誘発）によってイミダゾリノ
ン、例えばイマザモックスに対して耐性にされた作物の例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登
録商標）夏ナタネ（Ｃａｎｏｌａ）である。遺伝子工学の方法によって除草剤または数種
の除草剤に対して耐性にされた作物の例には、ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、
Ｈｅｒｃｕｌｅｘ  Ｉ（登録商標）、およびＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）の商品
名で市販されているグリホサート耐性およびグルホシネート耐性トウモロコシ品種が挙げ
られる。
【００３０】
  用語「有用植物」は、例えば毒素産生細菌、特にバチルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）属のも
のにより知られているような１種類または複数種類の選択的に作用する毒素を合成するこ
とができるように組み換えＤＮＡ技術を使用することによって形質転換された有用植物も
また含むものと理解されたい。
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【００３１】
  このようなトランスジェニック植物によって発現することができる毒素には、例えば、
殺虫性タンパク質、例えばセレウス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ  ｃｅｒｅｕｓ）またはバチル
ス・ポプリエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐｏｐｌｉａｅ）由来の殺虫性タンパク質；あるいは
バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ  ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来
のδ－エンドトキシンなどの殺虫性タンパク質、例えばＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（
ｃ）、ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、Ｃｒｙ
ＩＩＩＢ（ｂ１）、またはＣｒｙ９ｃ、あるいは植物性の殺虫性タンパク質（ＶＩＰ）、
例えばＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３、またはＶＩＰ３Ａ；あるいは線虫にコロニーを形
成する細菌、例えばフォトラブダス属種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ  ｓｐｐ．）または
キセノラブダス属種（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ  ｓｐｐ．）、例えばフォトラブダス・ル
ミネッセンス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ  ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、キセノラブダス
・ネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ  ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）の殺虫性タン
パク質；動物によって産生される毒素、例えばサソリ毒、クモ毒、スズメバチ毒、および
他の昆虫特異的神経毒；真菌によって産生される毒素、例えばストレプトミセス科放線菌
（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔｅｓ）毒素、植物レクチン、例えばエンドウレクチン、オオ
ムギレクチン、またはマツユキソウレクチン；アグルチニン；プロテイナーゼ阻害剤、例
えばトリプシン阻害剤、セリンプロテイナーゼ阻害剤、パタチン、シスタチン、パパイン
阻害剤；リボソーム不活性化タンパク質（ＲＩＰ）、例えばリシン、トウモロコシ－ＲＩ
Ｐ、アブリン、ルフィン、サポリン、またはブリオジン；ステロイド代謝酵素、例えば３
－ヒドロキシステロイド酸化酵素、エクジステロイド－ＵＤＰ－グリコシル転移酵素、コ
レステロール酸化酵素、エクジソン阻害剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ還元酵素、イオンチャンネル
遮断薬、例えばナトリウムまたはカルシウムチャンネルの遮断薬、幼若ホルモンエステラ
ーゼ、利尿ホルモン受容体、スチルベンシンターゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼ
、およびグルカナーゼが挙げられる。
【００３２】
  本発明の文脈ではδ－エンドトキシン、例えばＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、
ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩ
Ｂ（ｂ１）、またはＣｒｙ９ｃか、植物性の殺虫性タンパク質（ＶＩＰ）、例えばＶＩＰ
１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３、またはＶＩＰ３Ａと解釈すべきものがあり、また明確にハイブ
リッド毒素、切断型毒素、および修飾毒素と解釈すべきものもある。ハイブリッド毒素は
、これらのタンパク質の様々なドメインの新規な組合せによって組み換え技術により産生
される（例えば、国際公開第０２／１５７０１号パンフレット参照）。切断型毒素の例は
、切断型ＣｒｙＩＡ（ｂ）であり、これは下記に述べるようにＳｙｎｇｅｎｔａ  Ｓｅｅ
ｄ  ＳＡＳから入手できるＢｔ１１トウモロコシ中で発現する。修飾毒素の場合、天然に
存在する毒素の１個または複数個のアミノ酸が置き換えられる。このようなアミノ酸の置
き換えでは、好ましくは天然に存在しないプロテアーゼ認識配列がその毒素中に挿入され
る。例えばＣｒｙＩＩＩＡ０５５の場合、例えばカテプシン－Ｄ－認識配列がＣｒｙＩＩ
ＩＡ毒素中に挿入される（国際公開第０３／０１８８１０号パンフレット参照）。
【００３３】
  このような毒素、またはこのような毒素を合成することができるトランスジェニック植
物の例は、例えば欧州特許出願公開第Ａ－０  ３７４  ７５３号明細書、国際公開第９３
／０７２７８号パンフレット、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出
願公開第Ａ－０  ４２７  ５２９号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－４５１  ８７８号明
細書、および国際公開第０３／０５２０７３号パンフレット中に開示されている。
【００３４】
  このようなトランスジェニック植物の調製方法は当業者に一般に知られており、例えば
前述の刊行物中に記載されている。ＣｒｙＩ型デオキシリボ核酸およびそれらの調製につ
いては、例えば国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０
  ３６７  ４７４号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－０  ４０１  ９７９号明細書、およ
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び国際公開第９０／１３６５１号パンフレットから知られる。
【００３５】
  トランスジェニック植物中に含有された毒素は、有害昆虫に対する抵抗性を植物に与え
る。このような昆虫は、昆虫の任意の分類群で見出すことができるが、特に甲虫（鞘翅目
（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ））、双翅昆虫（双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ））、およびチョウ（
鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ））中で一般に見出される。
【００３６】
  殺虫剤耐性をコードし、１種類または複数種類の毒素を発現する１個または複数個の遺
伝子を含有するトランスジェニック植物が知られており、それらの幾つかは市販されてい
る。このような植物の例は、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素を
発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ  Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃ
ｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒素を発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ  Ｐｌｕ
ｓ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｂ）およびＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒素を発現するトウモ
ロコシ品種）、Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標）（Ｃｒｙ９（ｃ）毒素を発現するトウモロ
コシ品種）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ  Ｉ（登録商標）（ＣｒｙＩＦ（ａ２）毒素と、除草剤グ
ルホシネートアンモニウムに対する耐性を達成するための酵素ホスフィノトリシン  Ｎ－
アセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）とを発現するトウモロコシ品種）、ＮｕＣＯＴＮ
  ３３Ｂ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）毒素を発現するワタ品種）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ
  Ｉ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）毒素を発現するワタ品種）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ  Ｉ
Ｉ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）およびＣｒｙＩＩＡ（ｂ）毒素を発現するワタ品種）
、ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（ＶＩＰ毒素を発現するワタ品種）、ＮｅｗＬｅａｆ（登録
商標）（ＣｒｙＩＩＩＡ毒素を発現するジャガイモ品種）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録
商標）、およびＰｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）である。
【００３７】
  このようなトランスジェニック作物のさらなる例は、
  １．  Ｓｙｎｇｅｎｔａ  Ｓｅｅｄｓ  ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ  ｄｅ  ｌ’Ｈｏｂｉｔ
  ２７，Ｆ－３１  ７９０  Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅから入手できるＢｔ１
１トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断型ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素の
導入遺伝子発現によってヨーロッパアワノメイガ（アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ  ｎ
ｕｂｉｌａｌｉｓ）およびセサミア・ノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ  ｎｏｎａｇｒ
ｉｏｉｄｅｓ））による攻撃に対して抵抗性にされた遺伝的修飾ジーア・メイズ（Ｚｅａ
  ｍａｙｓ）。Ｂｔ１１トウモロコシはまた、遺伝子導入により酵素ＰＡＴを発現して、
除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を達成する。
  ２．  Ｓｙｎｇｅｎｔａ  Ｓｅｅｄｓ  ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ  ｄｅ  ｌ’Ｈｏｂｉｔ
  ２７，Ｆ－３１  ７９０  Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅから入手できるＢｔ１
７６トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素の導入
遺伝子発現によってヨーロッパアワノメイガ（アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ  ｎｕｂ
ｉｌａｌｉｓ）およびセサミア・ノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ  ｎｏｎａｇｒｉｏ
ｉｄｅｓ））による攻撃に対して抵抗性にされた遺伝的修飾ジーア・メイズ（Ｚｅａ  ｍ
ａｙｓ）。Ｂｔ１７６トウモロコシはまた、遺伝子導入により酵素ＰＡＴを発現して、除
草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を達成する。
  ３．  Ｓｙｎｇｅｎｔａ  Ｓｅｅｄｓ  ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ  ｄｅ  ｌ’Ｈｏｂｉｔ
  ２７，Ｆ－３１  ７９０  Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅから入手できるＭＩＲ
６０４トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾ＣｒｙＩＩＩＡ毒素の
導入遺伝子発現によって昆虫抵抗性にされたトウモロコシ。この毒素は、カテプシン－Ｄ
－プロテアーゼ認識配列の挿入によって修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような
トランスジェニックトウモロコシ植物の調製については国際公開第０３／０１８８１０号
パンフレットに記載されている。
  ４．  Ｍｏｎｓａｎｔｏ  Ｅｕｒｏｐｅ  Ｓ．Ａ．２７０－２７２  Ａｖｅｎｕｅ  ｄ
ｅ  Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０  Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍから入手でき
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るＭＯＮ  ８６３トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ  ８６３は、Ｃｒ
ｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒素を発現し、特定の鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）昆虫に対する
抵抗性を有する。
  ５．  Ｍｏｎｓａｎｔｏ  Ｅｕｒｏｐｅ  Ｓ．Ａ．２７０－２７２  Ａｖｅｎｕｅ  ｄ
ｅ  Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０  Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍから入手でき
るＩＰＣ  ５３１ワタ、登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
  ６．  Ｐｉｏｎｅｅｒ  Ｏｖｅｒｓｅａｓ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ａｖｅｎｕｅ  
Ｔｅｄｅｓｃｏ，７Ｂ－１１６０  Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍから入手できる１
５０７トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＮＬ／００／１０。特定の鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔ
ｅｒａ）昆虫に対する抵抗性を実現するタンパク質Ｃｒｙ１Ｆと、除草剤グルホシネート
アンモニウムに対する耐性を実現するＰＡＴタンパク質とを発現させるための遺伝的修飾
トウモロコシ。
  ７．  Ｍｏｎｓａｎｔｏ  Ｅｕｒｏｐｅ  Ｓ．Ａ．２７０－２７２  Ａｖｅｎｕｅ  ｄ
ｅ  Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０  Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍから入手でき
るＮＫ６０３×ＭＯＮ  ８１０トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺
伝的修飾品種ＮＫ６０３とＭＯＮ  ８１０を交雑させることにより従来の方法で品種改良
した雑種トウモロコシ品種からなる。ＮＫ６０３×ＭＯＮ  ８１０トウモロコシは、アグ
ロバクテリウム（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）種ＣＰ４株から得られるタンパク質ＣＰ
４  ＥＰＳＰＳ（これは除草剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（登録商標）（グリホサートを含有する）
に対する耐性を与える）と、さらにバチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ  
ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）亜種クルスタキ（ｋｕｒｕｓｔａｋｉ）から得られるＣｒ
ｙＩＡ（ｂ）毒素（これはヨーロッパアワノメイガを含めた特定の鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏ
ｐｔｅｒａ）に対して抵抗性をもたらす）とを遺伝子導入により発現する。
【００３８】
  昆虫抵抗性植物のトランスジェニック作物はまた、ＢＡＴＳ（Ｚｅｎｔｒｕｍ  ｆｕｅ
ｒ  Ｂｉｏｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ  ｕｎｄ  Ｎａｃｈｈａｌｔｉｇｋｅｉｔ，Ｚｅｎｔｒ
ｕｍ  ＢＡＴＳ，Ｃｌａｒａｓｔｒａｓｓｅ  １３，４０５８  Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚ
ｅｒｌａｎｄ）のＲｅｐｏｒｔ  ２００３（ｈｔｔｐ：／／ｂａｔｓ．ｃｈ）中にも記載
されている。
【００３９】
  用語「有用植物」には、選択的作用を有する抗病原性物質、例えばいわゆる「感染特異
的タンパク質」（ＰＲＰ、例えば欧州特許出願公開第Ａ－０  ３９２  ２２５号明細書参
照）を合成することができるように、組み換えＤＮＡ技術を使用することによって形質転
換された有用植物もまた含まれるものと理解されたい。このような抗病原性物質、および
そのような抗病原性物質を合成することができるトランスジェニック植物の例は、例えば
欧州特許出願公開第Ａ－０  ３９２  ２２５号明細書、国際公開第９５／３３８１８号パ
ンフレット、および欧州特許出願公開第Ａ－０  ３５３  １９１号明細書から知られる。
このようなトランスジェニック植物を作り出す方法は当業者に一般に知られており、例え
ば前述の刊行物中に記載されている。
【００４０】
  このようなトランスジェニック植物によって発現させることができる抗病原性物質には
、例えばナトリウムまたはカルシウムチャンネルの遮断薬などのイオンチャンネル遮断薬
、例えばウィルス性ＫＰ１、ＫＰ４、またはＫＰ６毒素と、スチルベンシンターゼと、ビ
ベンジルシンターゼと、キチナーゼと、グルカナーゼと、いわゆる「感染特異的タンパク
質」（ＰＲＰ、例えば欧州特許出願公開第Ａ－０  ３９２  ２２５号明細書参照）と、微
生物によって産生される抗病原性物質、例えばペプチド系抗生物質または複素環系抗生物
質（例えば、国際公開第９５／３３８１８号パンフレット参照）、あるいは植物の病原体
防御に関与するタンパク質またはポリペプチド因子（国際公開第０３／０００９０６号パ
ンフレットに記載されている、いわゆる「植物病害抵抗性遺伝子」）とが挙げられる。
【００４１】
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  本発明に関連して関心の高い有用植物は、穀物、ダイズ、コメ、アブラナ、仁果、石果
、ピーナッツ、コーヒー、茶、ストロベリー、芝生、ブドウ、および野菜、例えばトマト
、ジャガイモ、ウリ科植物、およびレタスである。
【００４２】
  本明細書中で使用される有用植物の「場所」という用語は、その有用植物が成長しつつ
ある、またはその有用植物の植物増殖物質が植えつけられている、またはその有用植物の
植物増殖物質が土壌中に置かれることになる場所を包含することを意図している。このよ
うな場所の例は、作物が成長しつつある畑である。
【００４３】
  用語「植物増殖物質」とは、種子などの植物の生殖力のある部分を指すものと理解され
たい。この用語は、植物の増殖に関して、また切り枝または塊茎、例えばジャガイモなど
の増殖性物質に対して使用することができる。例えば、種子（厳密な意味での）、根、果
実、塊茎、球根、根茎、および植物の部分を挙げうる。発芽後または土壌からの出芽後に
移植されることになる発芽植物および若木もまた挙げうる。これらの若木は、移植前に浸
漬による全体的または部分的処理によって保護してもよい。好ましくは「植物増殖物質」
とは種子を指すものと理解される。
【００４４】
  本発明のさらなる態様は、自然寿命周期のなかから採取した植物および／または動物起
源の天然物質を、かつ／またはそれらを害虫の攻撃から防ぐように加工処理した形態のも
のを保護する方法である。この方法は、ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を相乗作
用的有効量で、前記植物起源および／または動物起源の天然物質あるいはそれらの加工処
理形態のものに施用することを含む。
【００４５】
  本発明によれば用語「自然寿命周期のなかから採取した植物起源の天然物質」とは、自
然寿命周期のなかから収穫された、また新たに収穫された形態の植物またはそれらの部分
を指す。植物起源のこのような天然物質の例は、茎、葉、塊根、種子、果実、または穀粒
である。本発明によれば用語「植物起源の天然物質の加工処理された形態」とは、修飾加
工処理の結果である植物起源の天然物質の形態を指すものと理解される。このような修飾
加工処理を用いて、植物起源の天然物質を、そのような物質のより貯蔵可能な形態（貯蔵
品）に変質させることができる。このような修飾加工処理の例は、予備乾燥、加湿、圧潰
、微粉砕、練磨、圧縮成形、または焙焼である。木材もまた、建築木材、送電用パイロン
、および垣根などの粗木材の形態であろうと、木材から作られる家具または物体などの完
成品の形態であろうと植物起源の天然物質の加工処理された形態のこの定義に該当する。
【００４６】
  本発明によれば用語「自然寿命周期のなかから採取した動物起源の天然物質および／ま
たはそれらの加工処理された形態のもの」とは、動物起源の材料、例えば皮膚、獣皮、革
、毛皮、毛などを指すものと理解される。
【００４７】
  好ましい実施形態は、自然寿命周期のなかから採取した植物起源の天然物質、および／
またはそれらを害虫の攻撃から防ぐように加工処理した形態のものの保護方法であり、こ
の方法は、前記植物起源および／または動物起源の天然物質あるいはそれらの加工処理さ
れた形態のものに相乗作用的有効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を施用する
ことを含む。
【００４８】
  さらに好ましい実施形態は、自然寿命周期のなかから採取した果実、好ましくは仁果、
石果、小軟果、および柑橘類、および／またはそれらの加工処理形態のものの保護方法で
あり、この方法は、前記果実および／またはそれらの加工処理形態のものに相乗作用的有
効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を施用することを含む。
【００４９】
  本発明による合剤は、さらに具体的には下記の害虫に対して有効である。モモアカアブ
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ラムシ（Ｍｙｚｕｓ  ｐｅｒｓｉｃａｅ）（アリマキ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ  
ｇｏｓｓｙｐｉｉ）（アリマキ）、アフィス・ファバエ（Ａｐｈｉｓ  ｆａｂａｅ）（ア
リマキ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ  ｓｐｐ．）（メクラカメムシ）、ディスデルカス属
種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ  ｓｐｐ．）（メクラカメムシ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐ
ａｒｖａｔａ  ｌｕｇｅｎｓ）（ウンカ）、ツマクロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ
ｃ  ｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）（ヨコバイ）、ネザラ属種（Ｎｅｚａｒａ  ｓｐｐ．）（カメ
ムシ）、ユースキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ  ｓｐｐ．）（カメムシ）、レプト
コリサ属種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ  ｓｐｐ．）（カメムシ）、ミカンキイロアザミウ
マ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ  ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（アザミウマ）、アザミ
ウマ属種（Ｔｈｒｉｐｓ  ｓｐｐ．）（アザミウマ）、レプティノタルサ・デセムリネア
タ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ  ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）（コロラドハムシ）、アン
ソノマス・グランディス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ  ｇｒａｎｄｉｓ）（ワタノハナゾウム
シ）、アオニジエラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ  ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、コナジ
ラミ属種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ  ｓｐｐ．）（コナジラミ）、タバココナジラミ（
Ｂｅｍｉｓｉａ  ｔａｂａｃｉ）（コナジラミ）、アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ  ｎ
ｕｂｉｌａｌｉｓ）（ヨーロッパアワノメイガ）、スポドプテラ・リットラリス（Ｓｐｏ
ｄｏｐｔｅｒａ  ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（綿葉虫）、ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉ
ｏｔｈｉｓ  ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）（タバコガ幼虫）、オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅ
ｒｐａ  ａｒｍｉｇｅｒａ）（ワタキバガ）、アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐ
ａ  ｚｅａ）（ワタキバガ）、ワタノメイガ（Ｓｙｌｅｐｔａ  ｄｅｒｏｇａｔａ）（ハ
マキガ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ  ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（シロチョウ）、プル
テラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ  ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）、アグロテ
ィス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ  ｓｐｐ．）（ヨトウムシ）、チロ・スプレサリス（Ｃｈｉｌ
ｏ  ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）（ニカメイガ）、トノサマバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ  ｍ
ｉｇｒａｔｏｒｉａ）（バッタ）、オーストラリアトビバッタ（Ｃｈｏｒｔｉｏｃｅｔｅ
ｓ  ｔｅｒｍｉｎｉｆｅｒａ）（バッタ）、ジアブロティカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ
  ｓｐｐ．）（根切虫）、パノニチュス・ウルミ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ  ｕｌｍｉ）（
リンゴハダニ）、パノニチュス・シトリ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ  ｃｉｔｒｉ）（ミカン
ハダニ）、ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ  ｕｒｔｉｃａｅ）（ナミハダニ）、ニ
セナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ  ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）（カンザワハダニ
）、フィロコプツルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ  ｏｌｅｉｖｏｒａ
）（ミカンサビダニ）、ポリファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓ
ｏｎｅｍｕｓ  ｌａｔｕｓ）（チャノキホコリダニ）、ブレビパルプス属種（Ｂｒｅｖｉ
ｐａｌｐｕｓ  ｓｐｐ．）（フラットマイト）、オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ  ｍ
ｉｃｒｏｐｌｕｓ）（ウシマダニ）、デルマセンター・バリアビリス（Ｄｅｒｍａｃｅｎ
ｔｏｒ  ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）（アメリカ犬ダニ）、クテノセファリデス・フェリス（
Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ  ｆｅｌｉｓ）（ネコノミ）、リリオミザ属種（Ｌｉｒ
ｉｏｍｙｚａ  ｓｐｐ．）（潜葉性昆虫）、ムスカ・ドメスチカ（Ｍｕｓｃａ  ｄｏｍｅ
ｓｔｉｃａ）（イエバエ）、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ  ａｅｇｙｐｔｉ）（蚊）、ハ
マダラカ属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ  ｓｐｐ．）（蚊）、クレクス属種（Ｃｕｌｅｘ  ｓ
ｐｐ．）（蚊）、キンバエ属種（Ｌｕｃｉｌｌｉａ  ｓｐｐ．）（クロバエ）、チャバネ
ゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ  ｇｅｒｍａｎｉｃａ）（ゴキブリ）、ワモンゴキブリ（
Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ  ａｍｅｒｉｃａｎａ）（ゴキブリ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌ
ａｔｔａ  ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）（ゴキブリ）、ムカシシロアリ科（Ｍａｓｔｏｔｅｒ
ｍｉｔｏｄａｅ）のシロアリ（例えばマストテルメス属種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ  ｓ
ｐｐ．））、レイビシロアリ科（Ｋａｌｏｔｅｒｍｉｔｉｄａｅ）（例えばネオテルメス
属種（Ｎｅｏｔｅｒｍｅｓ  ｓｐｐ．））、ミゾガシラシロアリ科（Ｒｈｉｎｏｔｅｒｍ
ｉｔｉｄａｅ）（例えばイエシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ  ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ
）、キアシシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ  ｆｌａｖｉｐｅｓ）、ヤマトシロ
アリ（Ｒ．ｓｐｅｒａｔｕ）、Ｒ・ビルギニクス（Ｒ．ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ）、Ｒ・ヘ
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スペルス（Ｒ．ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、およびＲ・サントネンシス（Ｒ．ｓａｎｔｏｎｅｎ
ｓｉｓ））、シロアリ科（Ｔｅｒｍｉｔｉｄａｅ）（例えばグロビテルメス・サルファレ
ウス（Ｇｌｏｂｉｔｅｒｍｅｓ  ｓｕｌｆｕｒｅｕｓ））、アカカミアリ（Ｓｏｌｅｎｏ
ｐｓｉｓ  ｇｅｍｉｎａｔａ）（フシアリ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ  ｐ
ｈａｒａｏｎｉｓ）（熱帯赤アリ）、ダマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ  ｓｐｐ．）
およびケモノホソジラミ属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ  ｓｐｐ．）（刺咬および吸血性
のシラミ）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ  ｓｐｐ．）（ネコブセンチュ
ウ）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ  ｓｐｐ．）およびヘテロデラ属種（Ｈｅｔ
ｅｒｏｄｅｒａ  ｓｐｐ．）（シストセンチュウ）、プラチレンチュス属種（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ  ｓｐｐ．）（ネグサレセンチュウ）、ロドフォルス属種（Ｒｈｏｄｏｐ
ｈｏｌｕｓ  ｓｐｐ．）（バナナネモグリセンチュウ）、ティレンクルス属種（Ｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｌｕｓ  ｓｐｐ．）（ミカンネセンチュウ）、ハエモンクス・コントルツス（Ｈ
ａｅｍｏｎｃｈｕｓ  ｃｏｎｔｏｒｔｕｓ）（胃蠕虫）、カエノラブディティス・エレガ
ンス（Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ  ｅｌｅｇａｎｓ）（酢線虫）、毛様線虫種（Ｔｒ
ｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ  ｓｐｐ．）（消化管内線虫）、およびノハラナメクジ（
Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ  ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）（ナメクジ）。
【００５０】
  散布される本発明の合剤の量は、使用される化合物、あるいは処理の対象、例えば植物
、土壌、または種子など、あるいは処理の型、例えば噴霧、振掛け、または種子粉衣など
、あるいは処理の目的、例えば予防または治療、あるいは駆除される害虫の種類または散
布時間などの様々な要因に左右されることになる。
【００５１】
  ｃｉｓ－ジャスモンと、前述の１種類または複数種類の有効成分とを含む混合物は、例
えば単一の「調合済み」の形態で散布することも、また個々の有効成分構成要素の別々の
製剤から構成される組合せ噴霧混合物、例えば「タンク混合物」の状態で散布することも
、また逐次散布する場合には個々の有効成分を併用して、すなわち適度の短期間、例えば
数時間または数日で次々と散布することもできる。上記ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂ
を散布する順序は、本発明を利用する上で重要ではない。
【００５２】
  この合剤の相乗活性は、ｃｉｓ－ジャスモン＋成分Ｂの組成物の農薬活性が、ｃｉｓ－
ジャスモンおよび成分Ｂの農薬活性の和よりも大きいことから明らかである。
【００５３】
  本発明の方法は、有用植物、それらの場所、またはそれらの植物増殖物質に、ｃｉｓ－
ジャスモンおよび成分Ｂの相乗作用的に有効な総計量を混合して、または別々に散布する
ことを含む。
【００５４】
  本発明による前記合剤の幾つかは浸透作用を有し、葉、土壌、および種子の処理農薬と
して使用することができる。
【００５５】
  本発明による合剤を用いて、様々な有用植物における植物中または植物の部分（果実、
花、葉、幹、塊茎、根）中で発生する害虫を抑制または駆除すると同時に、その後に成長
する植物の部分を害虫による攻撃から保護することが可能である。
【００５６】
  本発明の合剤は、様々な有用植物またはそれらの種子、とりわけジャガイモ、タバコ、
およびテンサイ、ならびにコムギ、ライムギ、オオムギ、オートムギ、コメ、トウモロコ
シ、芝生、ワタ、ダイズ、アブラナ、豆類、ヒマワリ、コーヒー、サトウキビ、果実、お
よび観賞植物などの畑作物における害虫駆除、また園芸およびブドウ栽培における害虫駆
除、またキュウリ、マメ、およびウリ科植物などの野菜における害虫駆除にとって特に興
味がある。
【００５７】
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  本発明による合剤は、害虫、有用植物、それらの場所、それらの増殖物質、自然寿命周
期のなかで採取した植物起源および／または動物起源の天然物質および／またはそれらの
加工処理形態のもの、あるいは害虫の攻撃によっておびやかされる工業原料を、相乗作用
的有効量のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤で処理することによって施用される。
【００５８】
  本発明による合剤は、有用植物、それらの増殖物質、自然寿命周期のなかで採取した植
物および／または動物起源の天然物質および／またはそれらの加工処理形態のものの、あ
るいは工業原料の害虫による感染または汚染の前または後に施用される。
【００５９】
  本発明による合剤は、農業、園芸、および森林において有用植物上で発生する、あるい
は果実、花、葉、茎、塊茎、または根などの有用植物の器官上で発生する、また場合によ
ってはそれらの害虫に対して保護されており、後の時点で形成される有用植物の器官上で
すら発生する、上記種類の害虫を駆除、すなわち阻止または撲滅するために使用すること
ができる。
【００６０】
  有用植物に施用する場合、ｃｉｓ－ジャスモンは、成分Ｂの化合物１～２０００ｇ（ａ
．ｉ．）／ｈａ（成分Ｂとして使用される化学物質の種類によって決まる）と併せて、一
般には１～５００ｇ（ａ．ｉ．）／ｈａの量で施用される。
【００６１】
  一般に植物増殖物質、例えば種子の処理の場合、散布量は、有効成分を種子１ｋｇ当た
り０．００１～１０ｇまで変えることができる。本発明の合剤を種子の処理に使用する場
合、一般には、種子１ｋｇ当たり０．００１～５ｇ、好ましくは種子１ｋｇ当たり０．０
１～１ｇのｃｉｓ－ジャスモン、および種子１ｋｇ当たり０．００１～５ｇ、好ましくは
種子１ｋｇ当たり０．０１～１ｇの成分Ｂの化合物の量で充分である。
【００６２】
  ｃｉｓ－ジャスモン対成分Ｂの重量比は、一般に１０００：１～１：１０００の間であ
ってもよい。
【００６３】
  本発明はまた、相乗作用的有効量の前述のｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの合剤を農
学的に許容できる担体および任意選択により界面活性剤とともに含む農薬混合物を提供す
る。
【００６４】
  スポドプテラ属（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ）は、好ましくはスポドプテラ・リットラリス
（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ  ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ  ｅｘｉｇｕａ）、およびヨトウガ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ  ｆｒｕｇｉｐｅｒ
ｄａ）を意味する。ヘリオティス属（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ）は、好ましくはニセアメリカ
タバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ  ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）およびアメリカタバコガ（Ｈｅｌ
ｉｏｔｈｉｓ  ｚｅａ）を意味する。テトラニカス属（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ）は、好
ましくはナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ  ｕｒｔｉｃａｅ）を意味する。
【００６５】
  本発明の組成物は、任意の通常の形態、例えばツインパック、乾燥種子処理用粉剤（Ｄ
Ｓ）、種子処理用エマルション剤（ＥＳ）、種子処理用フロアブル剤（ＦＳ）、種子処理
用溶液剤（ＬＳ）、種子処理用水和剤（ＷＳ）、種子処理用カプセル懸濁液剤（ＣＦ）、
種子処理用ゲル剤（ＧＦ）、乳剤（ＥＣ）、懸濁製剤（ＳＣ）、サスポエマルション剤（
ＳＥ）、カプセル懸濁液剤（ＣＳ）、顆粒水和剤（ＷＧ）、乳化性粒剤（ＥＧ）、油中水
型エマルション剤（ＥＯ）、水中油型エマルション剤（ＥＷ）、マイクロエマルション剤
（ＭＥ）、油分散液剤（ＯＤ）、油混和性フロアブル剤（ＯＦ）、油混和性液剤（ＯＬ）
、可溶性濃厚剤（ＳＬ）、微量散布用懸濁液剤（ＳＵ）、微量散布用液剤（ＵＬ）、製剤
用濃厚剤（ＴＫ）、分散性濃厚剤（ＤＣ）、水和剤（ＷＰ）、水溶性粒剤（ＳＧ）、また
は農学的に許容できるアジュバントと組み合わせた任意の技術的に実現可能な製剤の形態
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で使用してもよい。
【００６６】
  このような組成物は、通常のやり方で、例えば有効成分を適切な製剤不活性成分（増量
剤、溶媒、充填剤、および任意選択により他の製剤成分、例えば界面活性剤、生物致死剤
、不凍剤、固着剤、増粘剤、および補助効果を与える化合物）と混合することによって生
産してもよい。長持ちする効力を目的とする場合には通常の徐放性製剤もまた使用しうる
。特に、水分散性濃厚液（例えば、ＥＣ、ＳＣ、ＤＣ、ＯＤ、ＳＥ、ＥＷ、ＥＯなど）、
水和剤、および粒剤などの噴霧形態で散布される製剤は、湿潤剤および分散剤などの界面
活性剤、ならびに補助効果を与える他の化合物、例えばナフタレンスルホン酸、アルキル
アリールスルホン酸、リグニンスルホン酸、脂肪アルキル硫酸とホルムアルデヒドの縮合
物、エトキシル化アルキルフェノール、およびエトキシル化脂肪アルコールを含有しても
よい。
【００６７】
  種子粉衣製剤は、本発明の合剤および増量剤を使用して、適切な種子粉衣製剤の形態で
、例えば水性懸濁液として、または種子に対して良好な付着性を有する乾燥粉末の形態で
、それ自体知られている方法で種子に塗布される。このような種子粉衣製剤は当業界で知
られている。これら種子粉衣製剤は、個々の有効成分または有効成分の合剤を、カプセル
封入形態で、例えば徐放性のカプセルまたはマイクロカプセルとして含有してもよい。
【００６８】
  一般にこれら製剤は、０．０１～９０重量％の有効物質と、０～２０重量％の農学的に
許容できる界面活性剤と、１０～９９．９９重量％の固体または液体の製剤不活性成分お
よびアジュバントとを含み、この有効物質は、成分Ｂの化合物と共に少なくともｃｉｓ－
ジャスモンと、任意選択により他の有効成分、具体的には殺菌剤または保存剤などとから
なる。濃縮形態の組成物は、一般には約２～８０重量％の間、好ましくは約５～７０重量
％の間の有効物質を含有する。製剤の散布形態は、例えば０．０１～２０重量％、好まし
くは０．０１～５重量％の有効物質を含有してもよい。市販製品は、好ましくは濃縮物と
して製剤化されることになるが、最終使用者は一般には希釈した製剤を使用することにな
る。
【実施例】
【００６９】
実施例１
インゲンマメ上のナミハダニ科ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ  ｕｒｔｉｃａｅ）
の駆除：
  区画サイズ２０ｍ2、３回の反復試験、および１０日の間隔をおいた５００Ｌ／ｈａの
２回の葉面散布を用いた野外実験を、処理後３日目から３５日目までの１１日の評価日数
に基づく１区画当たり葉２０枚当たりの平均ダニ個体数について評価した。データを表１
に示す。
【００７０】
【表１】

【００７１】
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  ｃｉｓ－ジャスモン５ｇ（ａｉ）／ｈｌと混合したアバメクチン０．４５ｇ（ａｉ）／
ｈｌは、相乗効果を示してアバメクチンの正規の並み量（０．９ｇ（ａｉ）／ｈｌ）で達
成されるよりも優れた駆除をもたらした。これは害虫駆除で妥協することなく構成要素成
分Ｂの低減を可能にする。
【００７２】
実施例２
レタス上のレタスヒゲナガアブラムシ科ナソノビア・リビス－ニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖａ
  ｒｉｂｉｓ－ｎｉｇｒｉ）の駆除：
  植物２０本の各区画、３回の反復試験、および１回の葉面散布を用いた野外実験を、処
理後４日目、８日目、１１日目、および１４日目の植物１本当たりの無翅アリマキの数お
よび感染した植物の本数について評価した。データを表２Ａおよび２Ｂに示す。非処理対
照のデータは、処理される区画内に散在させた４箇所の対照区画（各３回の反復試験、合
計で植物２４０本）の平均である。
【００７３】

【表２】

【００７４】

【表３】

【００７５】
  これら結果は、Ｃｏｌｂｙの式（Ｃｏｌｂｙ，Ｓ．Ｒ．の論文「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎ
ｇ  ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ  ａｎｄ  ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ  ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ
  ｏｆ  ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ  ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」Ｗｅｅｄｓ，１５，Ｐａｇｅ
ｓ  ２０～２２，１９６７参照）に従う相乗効果を示している。１４日目のデータを見る
と、Ｃｏｌｂｙの式は、個々の処理からの植物１本当たりの計測されたアリマキの数を基
準にして９０．８５％の駆除を予想するが、ｃｉｓ－ジャスモンおよびチアメトキサムの
混合物は９４．２６％の駆除を示した。個々の処理それぞれにおける感染した植物の数か
らはＣｏｌｂｙの式は６３．３３％の駆除を予測するはずであるが、混合物からの実際の
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データは７６．６７％の駆除、すなわち成分Ｂと混合したｃｉｓ－ジャスモンの相乗効果
を示した。
【００７６】
実施例３
レタス上のレタスヒゲナガアブラムシ科ナソノビア・リビス－ニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖａ
  ｒｉｂｉｓ－ｎｉｇｒｉ）の駆除：
  植物２０本の各区画、４回の反復試験、および１回の葉面散布を用いた野外実験を、処
理後３日目、７日目、および１０日目の植物１本当たりの無翅アリマキの数について評価
した。データを表３に示す。
【００７７】
【表４】

【００７８】
  この実施例はさらに、成分Ｂ、ここではチアメトキサムと混合したｃｉｓ－ジャスモン
の有益な効果を示す。ｃｉｓ－ジャスモン１００ｇ（ａｉ）／ｈｌおよびチアメトキサム
２５ｇ（ａｉ）／ｈｌの混合物は、チアメトキサム単独による処理と比べて、アリマキ害
虫のレタス上の長期間駆除の改良をもたらした。
【００７９】
実施例４
ワタ上のアザミウマ科ネギアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ  ｔａｂａｃｉ）の駆除：
  各区画２１ｍ2、３回の反復試験、および１回の葉面散布を用いた野外実験を、処理後
１日目、３日目、５日目、８日目、１０日目、１５日目、および２２日目の植物１本当た
りの成虫アザミウマの数について評価した。データを表４に示す。非処理対照のデータは
、４箇所の対照区画の平均である。
【００８０】

【表５】

【００８１】
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  したがって、モニターした日々全体にわたって観測されたアザミウマの平均数は、ｃｉ
ｓ－ジャスモン処理植物１本当たり３９匹およびチアメトキサム処理植物１本当たり２８
匹に対して、対照植物１本当たり６５匹であった。ｃｉｓ－ジャスモンおよび成分Ｂの混
合物は、植物１本当たり単に平均１９匹のアザミウマに過ぎず、成分Ｂ単独と比較して性
能のかなりの向上を示した。
【００８２】
実施例５
ワタ上のアブラムシ科ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ  ｇｏｓｓｙｐｉｉ）の駆除：
  各区画２１ｍ2、３回の反復試験、および１回の葉面散布を用いた野外実験を、処理後
１日目、３日目、５日目、８日目、１０日目、１５日目、および２２日目の植物１本当た
りの無翅成虫の数について評価した。データを表５に示す。非処理対照のデータは、４箇
所の対照区画の平均である。
【００８３】
【表６】

【００８４】
  したがって、モニターした日々全体にわたって観測されたアリマキの平均数は、ｃｉｓ
－ジャスモン処理植物１本当たり６１匹およびチアメトキサム処理植物１本当たり２５匹
に対して、対照植物１本当たり１３９匹であった。ｃｉｓ－ジャスモンおよびチアメトキ
サムの混合物は、チアメトキサム単独よりも性能がかなり優れており、植物１本当たり単
に平均１８匹のアリマキに過ぎなかった。この場合もやはり、ｃｉｓ－ジャスモンおよび
成分Ｂが害虫駆除において優位性を与えることが分かる。
【００８５】
実施例６
ワタ上のアブラムシ科ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ  ｇｏｓｓｙｐｉｉ）の駆除：
  植物２０本の各区画、３回の反復試験、および１回の葉面散布を用いた野外実験を、処
理後３日目から２９日目までの８日の評価日から植物１本当たりの有翅および無翅アリマ
キの数について評価した。データを表６に示す。非処理対照のデータは、４箇所の対照区
画（各３回の反復試験、合計で植物２４０本）の平均である。
【００８６】
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【表７】

【００８７】
  データから明らかなようにｃｉｓ－ジャスモンと、成分Ｂ、ここではシアントラニリプ
ロールとの混合物は、害虫駆除の低下なし（実際には顕著な向上）に成分Ｂの量の減少を
可能にした。
【００８８】
実施例７
ダイズ上のファコプソラ・パキュリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ  ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）
の駆除：
  ｃｉｓ－ジャスモンが単一の農薬有効成分の、かつまた２種類の農薬有効成分混合物の
殺真菌活性を高める能力を評価するために温室実験を行った。殺真菌有効成分Ｎ－［（１
ＲＳ，４ＳＲ）－９－（ジクロロメチリデン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４
－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド（「ハロメチレンベンゾノルボルネンアミド」）を単独で、
または別の殺真菌有効成分アゾキシストロビンと混合して葉面散布として施用した場合に
、ダイズさび病を駆除する。表７のデータを参照されたい。
【００８９】
【表８】

【００９０】
  データから明らかなようにｃｉｓ－ジャスモンを単一の殺真菌成分Ｂと、また２種類の
殺真菌成分と混合することにより殺真菌活性の向上がもたらされる。
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